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白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
 
①
今
田
絵
里
香
『「
少
女
」
の
社
会
史
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
―
五
五
頁
。
 
②  
渡
辺
周
子
『〈
少
女
〉
像
の
誕
生
―
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
少
女
」
規
範
の
形
成
』（
新
泉
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
―
三
〇
頁
。
（
29
） 
久
米
依
子
「
構
成
さ
れ
る
『
少
女
』
―
―
明
治
期
『
少
女
小
説
』
の
ジ
ャ
ン
ル
形
成
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
八
集
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
一
―
一
五
頁
。
お
よ
び
今
田
前
掲
書
、
四
三
頁
。
（
30
） 
黒
岩
前
掲
書
、
一
八
四
―
一
八
五
頁
。
お
よ
び
佐
伯
順
子
『
明
治
〈
美
人
〉
論
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
四
三
―
四
五
頁
。
（
31
） 
佐
伯
順
子
氏
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
は
女
性
読
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、同
雑
誌
内
の
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
全
国
百
美
人
」（
明
治
四
〇
年
）
と
い
っ
た
企
画
な
ど
は
、
現
代
の
（
女
性
読
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
な
い
）
雑
誌
媒
体
の
女
優
や
タ
レ
ン
ト
写
真
の
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
と
同
質
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
文
藝
倶
楽
部
」
に
は
「
美
人
」
と
し
て
し
ば
し
ば
「
名
妓
」
と
し
て
の
芸
者
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
美
人
＝
芸
者
」
と
い
う
発
想
を
端
的
に
示
し
て
い
た
。
時
に
こ
う
し
た
「
美
人
」
た
ち
に
、
現
代
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
コ
ス
プ
レ
」
を
さ
せ
写
真
撮
影
し
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
芸
者
た
ち
に
よ
る
「
女
学
生
の
コ
ス
プ
レ
」
写
真
が
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
絵
葉
書
な
ど
も
流
通
し
た
と
い
う
。
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
清
方
の
《
鸚
鵡
》
図
の
「
女
学
生
」
に
対
し
て
も
、
観
る
人
の
中
に
は
そ
こ
に
「
芸
者
に
よ
る
コ
ス
プ
レ
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
鑑
賞
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
32
） 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
和
歌　
語
句
検
索
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://tois.
nichibun.ac.jp/database/htm
l2/w
aka/w
aka_kigo_search.htm
l
）
に
て
検
索
。
﹇
追
記
﹈
本
稿
は
二
〇
一
三
年
度
（
社
）
昭
和
会
館
研
究
助
成
お
よ
び
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 
（
本
学
教
授
）
─ 18 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
（
9
） 
同
、
二
一
―
二
二
頁
。
（
10
） 
今
橋
前
掲
論
文
、
一
二
九
頁
。
（
11
） 
註
1
―
②
『
鏑
木
清
方
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
一
四
六
頁
。
（
12
） 
今
橋
同
論
文
、
一
三
〇
頁
。
（
13
） 
秋
山
虔
編
著
『
王
朝
語
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
14
） 
例
え
ば
秋
田
蘭
画
派
の
佐
竹
曙
山
筆
「
松
に
唐
鳥
図
」（
個
人
蔵
、
重
要
文
化
財
）
は
、
老
松
に
赤
い
イ
ン
コ
を
止
ま
ら
せ
た
構
図
で
あ
り
、
従
来
で
は
大
名
曙
山
の
博
物
学
的
志
向
の
反
映
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
赤
イ
ン
コ
も
鸚
鵡
の
一
種
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
く
、
従
っ
て
鸚
鵡
を
「
逢
夢
」
と
読
み
解
け
ば
、
こ
の
図
も
ま
た
婚
礼
の
祝
い
な
ど
を
意
識
し
た
「
吉
祥
画
」
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
（
15
） 「
雪
月
花
」
に
関
す
る
こ
と
ば
の
需
要
と
造
形
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
今
橋
理
子
『
兎
と
か
た
ち
の
日
本
文
化
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
〇
―
一
五
四
頁
。
（
16
） 
増
子
懐
永
校
註
『
校
註
国
歌
大
系　
御
集
・
全　
六
家
集
上
』（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
一
四
頁
。
（
17
） 
黒
岩
比
佐
子
『
明
治
の
お
嬢
さ
ま
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
一
九
〇
頁
。
（
18
） 
今
橋
理
子
「
一
九
〇
〇
年
の
楊
貴
妃
―
―
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
正
岡
子
規
、鏑
木
清
方
」
（『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
八
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
四
―
一
三
頁
。
（
19
） 
同
論
文
、
六
―
七
頁
。
（
20
） 
中
国
に
お
け
る
「
楊
貴
妃
と
鸚
鵡
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
最
も
古
い
絵
画
作
品
は
、
一
九
九
九
年
に
発
見
さ
れ
た
（『
人
民
日
報
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
版
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
一
九
日
付
）、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
赤
峰
宝
山
の
遼
時
代
（
九
一
六
―
一
一
二
五
年
）
の
墓
室
内
壁
画
（
第
二
号
墓
）
に
描
か
れ
た
図
様
で
あ
る
【
図
13
】。
何
か
の
書
付
け
を
机
上
に
置
き
、
そ
れ
を
読
む
一
人
の
美
女
。
美
し
い
身
な
り
の
彼
女
は
左
手
に
払
子
を
持
ち
、
右
手
は
机
上
の
書
付
け
に
添
え
て
い
る
が
、
そ
の
右
手
元
の
す
ぐ
傍
に
は
、
い
か
に
も
忠
実
な
面
持
ち
で
一
羽
の
鸚
鵡
が
控
え
て
い
る
。
こ
の
図
様
は
、
中
国
的
で
は
現
在
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
現
代
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
画
題
で
あ
る
。
 
　
な
お
、つ
い
最
近
（
二
〇
一
四
年
七
月
）「
美
少
女
の
美
術
史
」
と
題
さ
れ
た
展
覧
会
で
、
こ
の
矢
崎
《
教
鵡
》
ほ
か
何
点
か
の
「
白
鸚
鵡
と
美
少
女
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
画
作
品
が
展
示
さ
れ
た
が
、
作
品
解
説
で
は
い
ず
れ
も
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
と
い
う
伝
統
画
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
単
純
に
「
少
女
と
小
動
物
を
組
み
合
わ
せ
た
作
例
で
、
鸚
鵡
は
少
女
の
話
し
相
手
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
異
国
情
緒
を
醸
す
こ
と
が
で
き
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
解
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
﹇
島
根
県
立
石
見
美
術
館
ほ
か
『
美
少
女
の
美
術
史
』
展
カ
タ
ロ
グ
、（
青
幻
社
、
二
〇
一
四
年
七
月
）
九
七
頁
、
お
よ
び
一
二
二
頁
﹈。
（
21
） 
董
新
林
著
『
幽
冥
色
彩
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
〇
―
一
一
一
頁
。
（
22
） 
王
暁
平
「
願
文
に
ひ
そ
む
俗
文
学
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
文
化
学
部
研
究
年
報
』
二
〇
〇
五
年
）
二
四
―
二
六
頁
。
（
23
） 
註
2
今
橋
前
掲
論
文
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
。
（
24
） 
同
論
文
、
一
三
三
頁
。
（
25
） 
註
18
今
橋
前
掲
論
文
、
九
―
一
〇
頁
。
（
26
） 
大
岡
信
「
革
新
家
子
規
と
歌
人
子
規
」（『
子
規
全
集
第
六
巻
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
七
六
八
―
七
六
九
頁
。
（
27
） 
鏑
木
清
方
『
こ
し
か
た
の
記
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
一
年
）
一
五
一
頁
。
（
28
） 「
少
女
」
概
念
の
日
本
近
代
に
お
け
る
誕
生
と
変
遷
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。
図13　内モンゴル自治区・赤峰宝山墓室内
壁画（第二号墓）「楊貴妃教鸚鵡図」
─ 17 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
似
も
の
ぞ
な
き
」
と
結
句
が
改
変
さ
れ
、
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
馴
れ
初
め
に
な
る
歌
と
し
て
も
登
場
す
る
。
従
っ
て
極
め
て
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
歌
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
清
方
は
こ
の
歌
を
少
女
の
着
物
に
纏
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
―
―
淡
い
色
合
い
で
着
物
の
身
頃
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
月
」
の
文
字
か
ら
、
こ
れ
が
「
朧
ろ
月
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、引
い
て
は
少
女
の
姿
に
、悲
劇
の
美
女
「
朧
月
夜
」
の
姿
を
投
影
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
『
源
氏
物
語
』
で
描
か
れ
る
朧
月
夜
と
い
う
人
物
は
、
弘
徽
殿
女
御
の
妹
と
い
う
高
貴
な
生
ま
れ
だ
が
、
作
中
で
は
珍
し
く
艶
や
か
な
美
貌
で
奔
放
な
気
性
の
持
ち
主
で
あ
る
。
そ
の
魅
力
ゆ
え
に
、
朱
雀
帝
も
光
源
氏
も
、
彼
女
を
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
光
源
氏
と
朧
月
夜
は
、
決
し
て
愛
し
合
っ
て
は
い
け
な
い
状
況
の
中
で
そ
れ
を
侵
し
て
愛
し
合
い
続
け
、
そ
れ
ゆ
え
の
咎
を
受
け
て
光
源
氏
は
須
磨
へ
と
流
さ
れ
る
憂
き
目
に
逢
う
。
そ
し
て
朧
月
夜
も
ま
た
最
終
的
に
は
源
氏
に
別
れ
を
告
げ
ら
れ
ぬ
ま
ま
出
家
し
、
物
語
上
か
ら
姿
を
消
す
―
―
と
い
う
悲
劇
に
終
わ
る
。
大
江
千
里
の
歌
「
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
し
く
も
の
ぞ
な
き
」
を
秘
か
に
隠
し
た
清
方
の
《
鸚
鵡
》
図
は
、
間
違
い
な
く
少
女
の
淡
い
恋
の
情
景
を
ま
ず
は
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
手
元
に
さ
り
気
な
く
添
え
ら
れ
た
一
冊
の
本
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
、「
楊
貴
妃
と
白
鸚
鵡
」
の
故
事
に
由
来
す
る
〈
薄
幸
の
女
〉
と
い
う
、
根
元
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
と
再
び
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
鏑
木
清
方
は
そ
こ
に
源
氏
物
語
の
「
朧
月
夜
」
の
イ
メ
ー
ジ
ま
で
も
重
ね
て
い
る
―
―
つ
ま
り
そ
れ
は
、「
女
学
生
」
と
い
う
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
「
快
活
な
幼
き
女
性
」
と
い
う
特
異
な
エ
ロ
ス
を
、
も
う
一
つ
の
古
典
世
界
に
も
誘
う
と
い
う
、
極
め
て
豊
か
な
遊
び
心
が
こ
こ
に
は
溢
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
に
も
う
一
つ
大
事
な
点
を
指
摘
し
て
お
け
ば
、
肉
筆
画
《
嫁
ぐ
人
》
と
同
様
に
、
こ
の
女
学
生
の
着
物
に
は
「
月
」
の
文
字
の
他
に
、「
花
（
桜
）」
モ
チ
ー
フ
の
刺
繍
柄
と
、
あ
の
「
雪
」
を
暗
示
す
る
「
白
鸚
鵡
」
が
揃
っ
て
い
る
。「
雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
ふ
」
と
い
う
言
説
を
こ
こ
に
認
め
れ
ば
、
可
憐
な
少
女
の
心
の
中
に
宿
る
恋
の
相
手
は
、
も
し
か
し
た
ら
「
逢
ふ
夢
」
と
い
う
、
ま
だ
見
ぬ
理
想
の
男ひ
と性
な
の
か
も
し
れ
な
い
―
―
鏑
木
清
方
は
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
の
底
に
隠
さ
れ
た
古
典
知
と
情
趣
を
見
事
に
掬
い
上
げ
、
あ
る
種
「
本
歌
取
り
」
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
展
開
さ
せ
た
モ
ダ
ン
さ
を
謳
う
新
し
い
時
代
の
美
人
画
と
し
て
、改
め
て
表
現
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。
【
註
】
（
1
） 
鏑
木
清
方
の
事
績
に
関
す
る
文
献
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
本
論
で
は
主
に
以
下
を
使
用
し
た
。
 
①
清
方
画
集
編
集
委
員
会
編
『
清
方
画
集
』
美
術
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。
 
②
倉
田
公
裕
・
大
塚
雄
三
監
修
『
没
後
二
〇
年
記
念　
鏑
木
清
方
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
一
月
。
（
2
） 
伊
藤
若
冲
に
よ
る
「
白
鸚
鵡
図
」
の
歴
史
的
意
義
お
よ
び
そ
の
図
像
と
し
て
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
今
橋
理
子
「
鸚
鵡
の
肖
像
―
―
〈
花
鳥
画
〉
と
〈
美
人
画
〉
の
境
界
」（『
文
学
』
第
一
〇
巻
五
号
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
一
二
一
―
一
三
七
頁
。
（
3
） 
①
辻
惟
雄
『
若
冲
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
二
二
七
頁
。
 
②
鈴
木
京
「
伊
藤
若
冲
筆
《
鸚
鵡
図
》
に
関
す
る
一
考
察
」（
筑
波
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
室
『
藝
叢
』
二
四
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
一
五
九
―
一
八
三
頁
（
4
） 
今
橋
前
掲
論
文
、
一
二
二
―
一
二
七
頁
。
（
5
） 
朝
倉
無
聲
『
見
世
物
研
究
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
八
年
）
一
七
五
―
一
八
〇
頁
。
（
6
） 
今
橋
同
論
文
、
一
二
七
頁
。
お
よ
び
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念　
若
冲
』
展
カ
タ
ロ
グ
（
二
〇
〇
七
年
五
月
）
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。
（
7
） 
今
橋
理
子
『
江
戸
の
動
物
画
―
―
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
三
一
〇
―
三
一
五
頁
お
よ
び
三
三
四
頁
。
（
8
） 
同
書
、
一
二
―
二
〇
頁
。
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第
十
七
号
階
層
の
上
昇
移
動
を
促
す
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
を
教
育
す
る
と
い
う「
母
」の
役
割
を
将
来
的
に
遂
行
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り「
少
女
」
と
は
、
中
等
教
育
以
上
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
西
洋
文
化
を
支
持
し
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
た
、
中
産
階
級
以
上
の
家
庭
の
子
女
た
ち
で
あ
り
、「
良
妻
賢
母
」
と
な
る
女
性
た
ち
の
そ
の
前
段
階
の
姿
―
―
そ
れ
は
、
十
二
、
三
歳
か
ら
わ
ず
か
四
、
五
年
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
姿
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
成
熟
し
た
女
性
と
は
違
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
明
治
社
会
の
中
で
規
範
化
さ
れ
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
久
米
依
子
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
明
治
末
、
田
山
花
袋
の
文
壇
活
動
や
彼
の
関
与
し
た
雑
誌
『
少
女
世
界
』﹇
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
創
刊
﹈
に
お
け
る
言
説
は
、少
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
発
見
と
い
う
、
少
女
へ
の
新
た
な
ま
な
ざ
し
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（
註
29
）。
従
っ
て
「
少
女
」
を
特
別
な
存
在
と
見
做
し
、魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
表
象
化
し
よ
う
と
す
る
思
考
は
、
こ
の
時
代
の
風
潮
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
こ
と
踏
ま
え
て
、
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
、
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》【
図
2
】
を
も
う
一
度
見
て
み
る
と
―
―
こ
れ
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
く
、「
美
女
」
を
「
少
女
」
へ
と
変
換
し
た
革
新
は
、時
代
の
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
清
方
は
こ
れ
を
単
な
る
「
少
女
」
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
女
学
生
」
風
に
仕
上
げ
見
せ
て
い
る
―
―
明
治
の
「
女
学
生
」
と
い
え
ば
、新
聞
小
説
・
小
杉
天
外
著
『
魔ま
風かぜ
恋こい
か
ぜ風
』﹇
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
﹈
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
萩
原
初
野
に
象
徴
さ
れ
る
、
髪
を
な
び
か
せ
て
自
転
車
に
颯
爽
と
乗
る
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
新
時
代
を
担
う
女
性
た
ち
の
台
頭
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
関
心
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
っ
た
（
註
30
）。
そ
う
し
た
明
治
三
〇
〜
四
〇
年
代
に
流
行
し
た
「
先
端
的
モ
ダ
ン
」
と
し
て
の
社
会
風
俗
を
、
清
方
は
見
事
に
伝
統
画
題
と
融
合
さ
せ
て
い
る
。
木
版
画
《
鸚
鵡
》
は
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
ま
さ
に
「
新
時
代
の
浮
世
絵
」
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
註
31
）。
さ
て
、
再
び
清
方
《
鸚
鵡
》
図
を
丹
念
に
観
察
し
て
み
よ
う
。
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
、
表
面
的
に
は
観
賞
者
か
ら
隠
す
よ
う
に
こ
こ
で
は
あ
る
工
夫
が
さ
て
い
る
。非
常
に
見
難
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
少
女
の
着
物
（
肩
袖
部
分
と
前
身
頃
）
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
志し
く
毛も
の
（
曽ぞ
）」
と
判
読
さ
れ
る
和
歌
の
一
部
と
思
わ
れ
る
語
句
と
、
き
わ
め
て
淡
い
色
合
い
で
「
月
」
の
一
文
字
を
柄がら
と
し
て
配
置
し
、
わ
ざ
と
謎
掛
け
し
、
関
心
を
引
き
つ
け
る
か
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
画
の
解
釈
に
は
、
当
然
な
が
ら
こ
の
〈
謎
掛
け
〉
を
解
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
「
志し
く
毛も
の
（
曽ぞ
）」
の
語
句
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
「
和
歌　
語
句
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
註
32
）
を
使
用
し
た
。
そ
の
結
果
①
「
…
し
く
も
の
」
で
は
八
四
首
、
②
「
…
し
く
も
の
ぞ
」
で
は
二
三
首
に
絞
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
②
を
表
記
の
異
同
に
よ
る
重
複
な
ど
を
整
理
統
合
す
る
と
十
九
首
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら「
月
」と
の
関
係
で
詠
ま
れ
て
い
る
歌
を
取
り
出
す
と
八
首
。
し
か
し「
秋
」
で
は
な
く
、
清
方
の
《
鸚
鵡
》
図
で
は
「
春
」
の
様
相
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
明
ら
か
に
「
春
」
と
「
月
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
詠
ん
で
い
る
と
分
か
る
和
歌
を
絞
り
込
む
と
、
最
終
的
に
は
大
江
千
里
の
次
の
一
首
に
絞
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
し
く
も
の
ぞ
な
き
 
大
江
千
里
 
（『
新
古
今
和
歌
集
』
春
上
・
五
五
）
こ
の
歌
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
に
所
載
さ
れ
た
「
嘉
陵
春
夜
詩
」
の
一
節
「
不
明
不
暗
朧
朧
月
」（
明
な
ら
ず
暗
な
ら
ず
朧
朧
た
る
月
）
を
、
大
江
千
里
が
見
事
に
翻
案
し
た
名
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』・
花
宴
の
段
に
も
引
用
─ 15 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
え
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
実
は
、
こ
の
会
場
に
鏑
木
清
方
も
現
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
鏑
木
清
方
も
多
く
の
若
き
日
本
人
画
家
た
ち
と
同
様
に
、
当
時
「
明
日
の
日
本
画
を
ど
う
す
る
と
云
ふ
課
題
」
を
考
え
続
け
て
い
た
が
、そ
の
よ
う
に
悩
め
る
中
、
足
繁
く
白
馬
会
展
に
も
赴
い
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
と
く
に
第
二
回
展
（
一
八
九
七
年
）
に
出
品
さ
れ
た
黒
田
清
輝
の
《
湖
畔
》
な
ど
は
「
い
づ
れ
も
当
時
私
に
画
を
学
ぶ
希
望
の
愉
し
さ
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
思
ひ
出
が
深
い
」と
述
べ
、ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
受
け
て
い
た
影
響
の
深
さ
を
証
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
れ
ば
、
あ
の
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
の
巻
頭
口
絵
に
と
な
っ
た
清
方
の
《
鸚
鵡
》【
図
2
】
は
、
そ
ん
な
彼
の
白
馬
会
展
で
の
鑑
賞
経
験
が
見
事
に
生
か
さ
れ
た
一
枚
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
白
鸚
鵡
は
鳥
籠
に
、
そ
し
て
少
女
の
趣
は
そ
こ
は
か
と
な
く
「
女
学
生
」
の
趣
に
し
て
、
手
に
は
薄
手
の
本
を
持
た
せ
て
い
る
が
、
横
顔
の
少
女
と
い
い
、
鸚
鵡
の
配
置
と
い
い
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
か
ら
の
引
用
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
矢
崎
の
《
教
鵡
》
の
モ
チ
ー
フ
が
単
な
る
「
美
女
」
で
は
な
く
「
美
少
女
」
に
変
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
本
来
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
は
成
熟
し
た
「
美
女
」
が
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
伝
統
と
し
て
描
か
れ
継
が
れ
て
き
た
形
象
と
し
て
の
女
性
像
は
決
し
て
「
少
女
」
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
矢
崎
は
そ
れ
を
「（
美
）
少
女
」
に
変
え
て
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
現
と
し
て
こ
の
当
時
の
時
代
的
な
「
流
れ
」
で
あ
り
、
伝
統
に
対
す
る
一
つ
の
「
革
新
」
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
日
本
近
代
に
お
け
る
「
少
女
」
概
念
の
成
立
に
関
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
社
会
学
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
註
28
）、明
治
二
〇
年
代
に
学
校
教
育
機
関
が
「
少
年
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
「
女
子
」
の
切
り
離
し
を
進
め
る
中
、
メ
デ
ィ
ア
上
に
お
い
て
も
、つ
い
に
女
子
が
「
少
年
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
例
が
、
創
刊
（
一
八
七
七
年
）
以
来
男
女
の
別
な
し
の
「
子
ど
も
向
け
」
投
稿
雑
誌
と
し
て
広
く
購
読
さ
れ
て
き
た
『
頴えい
才さい
雑
誌
』
で
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
「
少
女
」
と
い
う
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
こ
の
雑
誌
に
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
、明
治
期
の
日
本
社
会
に
お
け
る
、
「
少
女
」
イ
メ
ー
ジ
ま
た
概
念
の
創
出
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
以
降
、
他
の
少
年
少
女
雑
誌
か
ら
も
「
女
子
」
の
分
離
化
が
進
め
ら
れ
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
に
は
、
最
初
の
少
女
専
門
雑
誌
『
少
女
界
』
が
創
刊
。「
少
女
」
の
概
念
化
は
、
こ
う
し
た
時
点
で
完
全
に
定
ま
っ
た
と
見
え
る
。
ま
た
一
方
で
教
育
制
度
の
中
に
も
、
男
子
と
は
別
に
女
子
の
た
め
の
学
歴
獲
得
の
ル
ー
ト
「
高
等
女
学
校
令
」
が
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
発
令
さ
れ
る
。「
文
明
開
化
」
促
進
の
た
め
に
、
女
性
の
知
的
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
と
い
う
認
識
は
、
明
治
前
半
期
よ
り
新
聞
・
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
等
に
お
い
て
共
有
さ
れ
た
問
題
意
識
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
女
子
の
自
立
や
社
会
的
図12　第5回白馬会展の会場の様子　1900年10
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第
十
七
号
を
す
で
に
明
治
二
十
年
代
よ
り
詠
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
「
春
」
の
句
で
、
ま
た
中
国
漢
詩
に
言
う
「
閨
怨
詩
」（
恋
人
や
夫
に
取
り
残
さ
れ
た
女
性
の
怨
み
や
悲
し
み
を
表
現
し
た
詩
）
の
趣
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
①　
海
棠
や
檐
（
ひ
さ
し
）
に
鸚
鵡
の
宙
が
へ
り
（
明
治
二
三
年
）
②　
永
き
日
や
鸚
鵡
に
く
れ
る
長
局
（
明
治
二
五
年
）
③　
遅
き
日
も
暮
れ
ぬ
鸚
鵡
の
物
語
（
明
治
二
六
年
）
④　
行
く
春
を
翠
帳
の
鸚
鵡
黙
り
け
り
（
明
治
二
八
年
）
　
　
　
﹇  
た
だ
し
、
②
と
③
は
句
集
『
寒
山
落
木
』
か
ら
は
抹
消
句
と
さ
れ
て
い
る
﹈
子
規
に
お
け
る
こ
れ
ら
四
つ
の
句
と
先
の
短
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
推
し
測
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
だ
が
、あ
え
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、短
歌
作
品
「
美
人
問
へ
ば
…
」
の
世
界
は
、
②
〜
④
の
句
を
ち
ょ
う
ど
混
ぜ
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な
趣
を
醸
し
た
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
矢
崎
が
活
躍
し
た
白
馬
会
か
ら
は
、
野
田
九
浦
（
一
八
九
七
―
一
九
七
一
）
の
よ
う
に
、
正
岡
子
規
に
傾
倒
し
自
ら
も
句
作
し
た
画
家
が
輩
出
さ
れ
、
矢
崎
の
幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
中
澤
弘
光
は
、
歌
壇
誌
『
明
星
』
で
活
躍
し
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
子
規
も
ま
た
画
家
の
浅
井
忠
や
中
村
不
折
、
金
工
家
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
香
取
秀ほつ
真ま
ら
と
親
し
く
交
流
し
、
西
洋
美
術
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
美
術
と
文
学
の
同
質
性
を
見
極
め
つ
つ
、
文
学
理
論
と
し
て
の
写
生
論
を
構
築
し
た
。
先
の
美
女
と
鸚
鵡
の
歌
が
発
表
さ
れ
た
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
当
時
、
自
ら
の
俳
文
学
に
お
け
る
写
生
理
論
を
確
か
な
も
の
に
し
た
子
規
は
、
そ
れ
を
土
台
と
し
た
短
歌
作
り
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
自
在
に
行
い
、
一
連
の
「
艶
麗
體
」
十
首
の
よ
う
に
、
時
に
「
空
想
に
遊
ぶ
作
を
試
み
た
」
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
（
註
26
）。
し
か
し
鸚
鵡
の
歌
は
む
し
ろ
、
古
典
知
を
巧
み
に
援
用
し
た
「
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
」
な
風
合
い
の
作
品
に
、
仕
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
子
規
の
「
美
人
問
へ
ば
…
」
の
歌
と
の
関
係
は
、「
一
九
〇
〇
年
」
と
い
う
あ
る
年
に
偶
然
の
一
致
を
見
た
だ
け
と
は
考
え
に
く
く
、
当
然
な
が
ら
矢
崎
が
、
時
間
的
に
先
行
す
る
新
聞
『
日
本
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
子
規
の
短
歌
に
影
響
を
受
け
て
、《
教
鵡
》
を
制
作
し
た
と
推
察
で
き
る
。
今
一
度
、
画
を
観
察
し
て
み
る
と
、
止
ま
り
木
は
そ
の
房
飾
り
の
動
き
か
ら
、
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
少
女
の
方
へ
と
揺
れ
始
め
る
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。
画
中
の
鸚
鵡
の
口
元
は
、
今
ま
さ
に
何
か
囀
る
（
話
す
）
表
情
で
あ
り
、
だ
が
一
方
の
少
女
の
表
情
は
、
そ
の
鸚
鵡
の
問
い
掛
け
に
語
り
返
す
よ
う
な
表
情
に
も
、
あ
る
い
は
言
い
掛
け
て
淀
み
、
一
瞬
沈
黙
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
與
謝
野
鐵
幹
は
批
評
の
中
で
「
…
…
鸚
鵡
を
教
ふ
と
云
ふ
の
で
あ
れ
ば
…
﹇
少
女
の
﹈
眼
元
口
元
に
笑
み
を
持
た
せ
た
か
つ
た
」
と
、「
教
鵡
」
の
少
女
の
表
現
に
対
し
て
改
善
点
を
指
摘
し
た
。
が
、
子
規
の
歌
に
倣
え
ば
「
…
…
鸚
鵡
問
へ
ば
美
人
答
へ
ず
」
な
の
で
あ
る
。
少
女
の
問
い
掛
け
る
言
葉
を
、
鸚
鵡
は
そ
の
ま
ま
「
鸚
鵡
返
し
」
に
少
女
に
問
い
掛
け
る
。
そ
の
一
瞬
の
間
合
い
に
生
ま
れ
る
言
い
様
の
無
い
か
す
か
な
憂
い
が
、《
教
鵡
》
と
い
う
作
品
の
実
は
魅
力
な
の
だ
と
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
５　
「
美
女
」
か
ら
「
少
女
」
へ 
 
―
―
隠
さ
れ
た
和
歌
と
「
雪
・
月
・
花
」
が
意
味
す
る
も
の
と
こ
ろ
で
、
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
第
五
回
白
馬
会
展
の
会
場
内
の
様
子
を
写
し
た
当
時
の
写
真
【
図
12
】
を
見
る
と
、
壁
二
段
の
上
段
に
展
示
さ
れ
た
《
教
鵡
》
は
、
左
右
隣
に
配
置
さ
れ
た
画
が
い
ず
れ
も
《
教
鵡
》
の
半
分
以
下
の
小
さ
な
画
面
で
あ
る
の
で
、
観
賞
者
た
ち
の
視
線
を
明
ら
か
に
は
っ
き
り
と
捉
─ 13 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
雪
衣
一
」
 
（
頼
山
陽
『
山
陽
遺
稿
』
巻
之
三
所
収
）
　
  （
玉
砕
け
香
飛
ん
で
帰
る
を
得
ず　
馬ば
嵬かい
の
碧へき
草そう
血
痕
肥
え
た
り　
　
彗すい
心しん
省
せ
ず
他
年
の
夢　
還ま
た
金
経
を
把と
っ
て
雪
衣
に
教
え
る
）
 
（
読
み
下
し
・
意
訳
今
橋
）
【
大
意
】
玉
の
よ
う
な
肌
は
砕
け
散
り
、
馬
嵬
の
碧
草
は
血
痕
で
肥
え
て
い
る
。
聡
明
な
楊
貴
妃
は
後
年
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
で
都
に
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
今
日
も
又
、
般
若
心
経
を
読
ん
で
雪
衣
女
（
鸚
鵡
）
に
聴
か
せ
て
い
る
。（
註
24
）
頼
山
陽
が
画
賛
し
た
こ
の
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
画
家
の
、
如
何
な
る
構
図
の
作
品
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
今
日
、
漠
然
と
「
唐
美
人
図
」
と
題
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
美
人
画
作
品
を
改
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
こ
の
主
題
を
絵
画
化
し
た
作
品
が
発
見
さ
れ
る
。【
図
11
】
﹇
中
島
華
陽
（
一
八
一
三
―
一
八
七
七
）
筆
「
唐
美
人
図
」
個
人
蔵
﹈。
お
そ
ら
く
今
後
の
調
査
次
第
で
は
、
江
戸
時
代
美
人
画
の
中
か
ら
相
当
数
の
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
頼
山
陽
の
漢
詩
の
例
か
ら
も
、〈
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
〉
と
い
う
故
事
が
絵
画
の
主
題
と
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
は
ご
く
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
再
び
翻
っ
て
明
治
の
洋
画
家
・
矢
崎
千
代
治
は
、
意
識
的
に
「
雪
衣
女
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
選
び
取
り
、
そ
れ
故
に
《
教
鵡
》
と
こ
の
作
品
を
命
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
完
全
な
確
証
は
、
残
念
な
が
ら
得
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
私
は
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
考
え
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、《
教
鵡
》
と
い
う
題
名
そ
の
も
の
が
、
や
は
り
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
矢
崎
が
単
に
〈
美
人
と
鸚
鵡
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
描
く
の
で
は
な
く
、〈
少
女
〉
に
改
変
し
た
ひ
ね
り
は
非
常
に
巧
み
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
「
日
本
画
」
で
は
な
く
「
洋
画
」
の
題
材
と
し
て
選
び
取
っ
た
妙
も
、
こ
こ
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
加
え
て
、
こ
こ
で
一
つ
の
興
味
深
い
事
実
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
矢
崎
が
《
教
鵡
》
を
第
五
回
白
馬
会
展
に
発
表
し
た
の
は
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
じ
年
の
三
月
、
俳
人
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
正
岡
子
規
が
新
聞
『
日
本
（
に
っ
ぽ
ん
）』
紙
上
に
、「
艶
麗
體
」
と
題
す
る
全
十
首
の
歌
を
掲
載
し
て
い
る
の
だ
が
（「
艶
麗
と
い
ふ
題
に
て
」『
日
本
』
明
治
三
三
年
三
月
二
十
九
日
付
）、
そ
の
一
連
の
最
後
の
十
首
目
の
歌
は
次
の
よ
う
な
歌 
だ
（
註
25
）。
美
人
問
へ
ば
鸚
鵡
答
へ
ず
鸚
鵡
問
へ
ば
美
人
答
へ
ず
春
の
日
暮
れ
ぬ
ど
う
だ
ろ
う
か
、
矢
崎
の
《
教
鵡
》
の
世
界
と
見
事
に
通
底
し
て
ゆ
く
情
景
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
調
べ
て
み
る
と
子
規
は
、
俳
句
に
お
い
て
も
四
つ
の
鸚
鵡
の
句
図11　中島華陽筆「唐美人図」
（楊貴妃教鸚鵡図）
─ 12 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
化
人
が
も
は
や
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
は
、衝
撃
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
目
で
も
っ
て
、
他
に
も
《
教
鵡
》
に
つ
い
て
批
評
さ
れ
た
当
時
の
新
聞
記
事
を
読
ん
で
み
て
も
、「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
と
い
う
画
題
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
体
い
つ
の
頃
よ
り
、
日
本
人
は
こ
の
画
題
を
忘
却
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
一
方
で
《
教
鵡
》
の
作
者
で
あ
る
矢
崎
千
代
治
自
身
は
、
女
性
と
鸚
鵡
を
組
み
合
わ
せ
て
描
く
こ
の
主
題
が
、
伝
統
画
題
で
あ
る
こ
と
を
元
よ
り
き
ち
ん
と
認
識
し
て
描
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
註
20
）。
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」の
原
典
と
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
唐
時
代（
九
世
紀
半
ば
）
の
鄭
処
海
著
『
明
皇
雑
録
』
に
記
さ
れ
る
も
の
が
最
も
古
い
と
さ
れ
（
註
21
）、
ま
た
日
本
で
は
平
安
時
代
後
期
の
学
者
・
大
江
匡まさ
ふ
さ房
（
一
〇
四
一
―
一
一
一
一
）
の
願
文
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
、
こ
の
故
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
註
22
）。
し
か
し
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
と
い
う
故
事
の
日
本
へ
の
移
入
に
関
し
て
は
、楽
史
（
宋
時
代
、
九
三
〇
―
一
〇
〇
七
）
著
の
『
楊
太
真
外
伝
』
の
一
節
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
広
南
進
二
白
鸚
鵡
一
。
洞
二
暁
言
詞
一
、
呼
為
二
雪
衣
女
一
。
一
朝
飛
二
上
妃
鏡
台
上
一
、
自
語
。
雪
衣
女
昨
夜
夢
レ
為
二
鷙
鳥
所
一
レ
搏
。
上
令
三
妃
授
以
二
多
心
経
一
、
記
誦
精
熟
。
後
上
与
レ
妃
遊
二
別
殿
一
、
置
二
雪
衣
女
於
歩
輦
竿
上
一
同
去
。
瞥
有
二
鷹
至
一
、
搏
レ
之
而
斃
。
上
与
レ
妃
嘆
息
久
レ
之
。
遂
瘞
二
於
苑
中
一
、
呼
為
二
鸚
鵡
塚
一
。」
（
広こう
南なん
は
く白
鸚おう
鵡む
を
進しん
ず
。
言げん
詞し
を
洞どうぎ
ょ
う暁
し
、
呼よ
び
て
雪せつ
衣い
女じょ
を
為な
す
。
一いっ
ち
ょ
う
ひ
朝
妃
の
鏡きょう
だ
い台の
上うえ
に
飛ひじ
ょ
う上
し
、
自みずから
語かた
る
。
雪せつ
衣い
女じょ
昨さく
や
し
ち
ょ
う
夜
鷙
鳥
の
搏とら
ふ
る
所ところと
為な
る
を
夢ゆめ
む
、
と
。
上しょ
う
ひ妃
を
し
て
授さず
く
る
に
多たし
ん
き
ょ
う
心
経
を
以もっ
て
せ
し
む
る
に
、
記きし
ょ
う誦
精せい
熟じゅ
くた
り
。
後のち
に
は
上しょうは
妃ひ
と
別べつ
で
ん殿
に
遊あそ
ば
ん
と
し
、
雪せつ
衣い
女じょ
を
歩ほ
輦れん
の
竿かんじ
ょ
う上に
置お
き
て
同とも
に
去ゆ
く
。
瞥べつ
に
し
て
鷹たか
の
至いた
る
有あ
り
て
、
之これ
を
搏とら
へ
て
斃ころ
す
。
上しょうは
妃ひ
と
嘆たん
そ
く息
す
る
こ
と
之これ
を
久ひさ
し
う
す
。
遂つい
に
苑えんち
ゅ
う中に
瘞うず
め
、
呼よ
び
て
鸚おう
鵡む
塚ちょ
うと
為な
す
。）
【
大
意
】
広
南
〔
註
…
明
皇
雑
録
』
で
は
嶺
南
〕
地
方
か
ら
白
い
鸚
鵡
を
献
上
し
て
来
た
。
人
の
言
葉
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
、
雪
衣
女
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
時
、
貴
妃
の
鏡
台
に
飛
び
上
が
る
と
こ
う
言
っ
た
。「
雪
衣
女
は
ゆ
う
べ
鷹
に
つ
か
ま
っ
た
夢
を
見
ま
し
た
。」帝
は
貴
妃
に
命
じ
て
、雪
衣
女
に『
多
心
経
』（
般
若
心
経
）
を
教
え
た
と
こ
ろ
、完
全
に
暗
誦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
帝
が
貴
妃
と
一
緒
に
別
殿
に
行
こ
う
と
し
て
、
手
車
に
立
て
た
竿
の
上
に
止
ま
ら
せ
た
ま
ま
で
出
か
け
た
。
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
鷹
が
飛
ん
で
き
て
、
雪
衣
女
を
爪
で
つ
か
ん
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
帝
と
貴
妃
は
長
い
こ
と
嘆
息
し
て
い
た
が
、
や
が
て
御
苑
の
中
に
雪
衣
女
を
埋
め
て
、
鸚
鵡
塚
と
名
づ
け
た
。
　
  （
武
田
晃
・
黒
田
真
美
子
編
著
『
中
国
古
典
小
説
選
7　
緑
珠
伝
・
楊
太
真
外
伝
・
夷
堅
志
他
』
一
〇
〇
頁
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）（
註
23
）
鄭
処
海
著
『
明
皇
雑
録
』
の
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
の
故
事
と
、
こ
の
『
楊
太
真
外
伝
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
大
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
が
日
本
の
文
学
に
影
響
を
与
え
た
と
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
漢
詩
文
の
例
が
発
見
さ
れ
、し
か
も
こ
の
詩
は
「
画
賛
」
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
の
画
家
た
ち
に
と
っ
て
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
と
い
う
故
事
が
、
絵
画
の
主
題
と
し
て
も
す
で
に
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
楊
妃
敎
二
鸚
鵡
一
圖
玉
碎
香
飛
不
レ
得
レ
歸
馬
嵬
碧
草
血
痕
肥
慧
心
不
レ
省
他
年
夢
還
把
二
金
經
一
敎
二
─ 11 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
二
七
（
一
八
九
四
）
年
、黒
田
清
輝
、久
米
桂
一
郎
が
創
設
し
た
洋
画
研
究
所
「
天
真
道
場
」
に
岡
田
、
中
澤
ら
と
入
門
し
た
矢
崎
は
、
外
光
派
の
画
風
に
触
れ
傾
倒
す
る
。
黒
田
ら
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
六
月
に
白
馬
会
を
結
成
し
、
十
月
に
は
第
一
回
白
馬
会
展
が
開
か
れ
た
が
、
矢
崎
は
翌
年
の
第
二
回
展
よ
り
以
後
毎
年
出
品
し
、
常
連
と
な
っ
た
。
さ
て
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
《
教
鵡
》
だ
が
、明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
、
矢
崎
二
十
八
歳
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
画
面
左
下
の
朱
字
に
よ
る
署
名
「C.Y
A
ZA
K
I. 1900.
」
で
明
ら
か
で
あ
る
。
同
作
品
は
、
こ
の
年
九
月
に
開
か
れ
た
第
五
回
白
馬
会
展
に
、
彼
の
筆
に
な
る
他
の
油
彩
画
十
三
点
と
共
に
出
品
さ
れ
、
特
に
《
教
鵡
》
は
こ
の
時
、『
二
六
新
報
』【
図
10
】『
毎
日
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
な
ど
、
各
紙
の
展
覧
会
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
注
目
さ
れ
、
ま
た
の
ち
に
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
九
〇
三
年
）
に
て
三
等
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
矢
崎
千
代
治
の
生
涯
に
お
い
て
も
代
表
作
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
與
謝
野
鐵
幹
主
幹
の
文
芸
雑
誌
『
明
星
』
第
八
号
（
明
治
三
三
年
十
一
月
発
行
）
に
所
載
さ
れ
た
、上
田
敏
と
鐵
幹
に
よ
る
対
談
形
式
に
よ
る
記
事
「
白
馬
会
画
評
」
は
、
第
五
回
白
馬
会
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
を
多
数
紹
介
し
批
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
矢
崎
に
関
し
て
は
《
教
鵡
》《
秋
の
園
》、《
合
せ
鏡
》
の
三
点
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
が
、
二
人
の
話
題
は
圧
倒
的
に
《
教
鵡
》
に
集
中
し
て
い
る
。
○
敏﹇
上
田
敏
﹈《「
教
鵡
」ア
レ
は
全
体
に
見
て
心
持
の
好
い
画
と
思
ふ
。
あ
ゝ
云
ふ
も
の
は
兎
角
か
の
俗
画
に
流
れ
易
い
の
で
あ
る
が
、
体
裁
か
ら
謂
て
も
技
術
の
点
か
ら
謂
つ
て
も
、
俗
に
流
れ
ず
を
か
し
な
も
の
に
な
ら
ず
に
ア
レ
だ
け
出
来
上
つ
た
の
は
感
服
の
外
な
い
。
ソ
レ
で
女
の
顔
な
ど
は
誠
に
無
邪
気
で
あ
る
し
、
色
も
際
立
た
な
い
配
合
で
は
あ
る
而
も
妙
で
あ
る
。
却
て
自
然
を
得
て
居
る
。
後
ろ
に
あ
る
草
木
は
モ
ウ
少
し
精
密
に
画
い
て
欲
し
か
つ
た
。
○
鐵
﹇
與
謝
野
鐵
幹
﹈
ア
レ
は
私
も
好
い
作
と
思
ふ
。
何
処
も
欠
点
は
な
い
、
併
し
画
題
に
於
て
鸚
鵡
を
教
ふ
と
云
ふ
の
で
あ
れ
ば
之
を
教
ふ
る
に
就
て
は
少
し
眼
元
口
元
に
笑
み
を
持
た
せ
た
か
つ
た
。
ア
レ
だ
け
で
は
唯
鸚
鵡
を
見
て
居
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。﹇
以
下
略
﹈（
註
19
）
さ
て
、
鐵
幹
の
《
教
鵡
》
に
対
す
る
批
評
を
初
め
て
読
ん
だ
折
に
、
私
に
は
少
な
か
ら
ぬ
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た
箇
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
画
題
に
於
て
鸚
鵡
を
教
ふ
と
云
ふ
の
で
あ
れ
ば
…
云
々
」
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
の
一
文
か
ら
は
察
す
る
に
、
上
田
も
與
謝
野
も
《
教
鵡
》
と
い
う
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ
の
元
と
な
る
言
説
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
江
戸
絵
画
研
究
者
で
あ
る
私
が
見
れ
ば
、《
教
鵡
》
と
い
う
表
記
の
題
名
と
と
も
に
、
こ
の
作
品
は
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」（
よ
う
き
ひ
お
う
む
に
お
し
う
る
の
ず
）
と
い
う
、
古
代
中
国
に
由
来
し
日
本
で
も
江
戸
時
代
ま
で
広
く
知
ら
れ
た
美
人
画
（
ま
た
は
物
語
絵
）
の
伝
統
画
題
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
を
明
治
期
を
代
表
す
る
二
人
の
文
図10　『二六新報』1900年10月30日付所載
の《教鵡》
─ 10 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
少
女
の
横
顔
は
、
非
常
に
可
憐
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
髪
型
は
、
当
時
流
行
し
た
「
マ
ア
ガ
レ
ッ
ト
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
）」
で
あ
ろ
う
（
註
17
）。
い
か
に
も
「
美
少
女
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
佇
ま
い
で
あ
る
。
彼
女
の
見
上
げ
る
目
線
の
先
に
は
、
肉
筆
画
《
嫁
ぐ
人
》
に
も
描
か
れ
た
も
の
と
全
く
同
じ
、
鳥
籠
の
中
か
ら
頭
を
出
し
た
白
鸚
鵡
の
姿
が
あ
る
。
鸚
鵡
は
鳥
籠
の
内
側
か
ら
爪
先
で
柵
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で
い
る
が
、
そ
の
様
子
ま
で
が
《
嫁
ぐ
人
》
の
鸚
鵡
の
モ
チ
ー
フ
と
酷
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
お
そ
ら
く
二
つ
は
、
も
と
は
同
じ
一
つ
の
写
生
図
か
ら
応
用
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
《
嫁
ぐ
人
》
で
は
、
鸚
鵡
は
画
中
に
お
い
て
四
人
の
女
性
た
ち
の
姿
に
準
じ
る
、
点
景
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
描
き
込
ま
れ
て
い
た
が
、
木
版
画
《
鸚
鵡
》
図
で
は
、
鸚
鵡
は
よ
り
鑑
賞
者
の
目
を
引
く
べ
く
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
鸚
鵡
の
目
線
も
ま
た
見
上
げ
る
少
女
を
見
返
し
て
い
る
。
鳥
の
嘴
の
先
が
わ
ず
か
に
開
い
て
い
る
様
子
は
、
お
そ
ら
く
は
少
女
の
何
か
の
問
い
掛
け
に
「
鸚
鵡
返
し
」
を
し
た
そ
の
瞬
間
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
面
左
上
に
大
き
く
描
か
れ
た
鳥
籠
は
、
背
景
の
紫
木
蓮
の
枝
か
ら
吊
る
さ
れ
て
い
る
と
い
う
趣
向
で
、
紫
木
蓮
の
綻
び
か
け
た
つ
ぼ
み
の
様
子
が
い
か
に
も
春
の
訪
れ
を
物
語
っ
て
お
り
、
観
る
者
に
甘
く
爽
や
か
な
香
気
を
画
中
の
中
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
さ
て
、
実
は
こ
の
木
版
画
《
鸚
鵡
図
》
に
は
発
想
の
元
と
な
っ
た
、
同
時
代
の
洋
画
（
油
彩
画
）
作
品
が
存
在
し
た
。
矢
崎
千
代
治
筆
《
教
鵡
（
き
ょ
う
む
）》【
図
9
】（
東
京
藝
術
大
学
蔵
、
油
彩
・
画
布
、
縦
七
三
・
七
×
横
五
八
・
八
セ
ン
チ
）
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
つ
い
最
近
私
は
こ
の
事
実
に
つ
い
て
、
雑
誌
『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
第
八
一
号
（
二
〇
一
四
年
十
一
月
）
で
報
告
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
本
論
文
で
も
以
下
、
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
（
註
18
）。
４　
  
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
の
接
点 
 
―
―
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
と
い
う
画
題
《
教
鵡
》
の
作
者
矢
崎
千
代
治
（
一
八
七
二
―
九
四
七
）
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
画
家
で
あ
る
が
、
近
代
日
本
洋
画
の
黎
明
期
で
あ
る
明
治
二
十
年
代
に
、
二
十
代
前
半
で
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、
白
馬
会
展
、
官
展
、
光
風
会
展
等
に
数
多
く
出
品
し
、
活
躍
し
た
洋
画
家
で
あ
る
。
水
戸
藩
の
武
術
指
南
役
を
勤
め
た
父
・
矢
崎
長
平
の
次
男
と
し
て
、
現
在
の
神
奈
川
・
横
須
賀
汐
入
町
に
生
ま
れ
た
矢
崎
千
代
治
は
、
十
五
歳
の
時
に
、
工
部
美
術
学
校
出
身
の
曾
山
幸
彦
（
一
八
五
九
―
一
八
九
二
）
が
主
宰
す
る
洋
画
塾
に
入
門
。
同
門
に
は
や
は
り
洋
画
家
の
岡
田
三
郎
助
（
一
八
六
九
―
一
九
三
九
）、
中
澤
弘
光
（
一
八
七
四
―
一
九
六
四
）、
三
宅
克
己
（
一
八
七
四
―
一
九
五
四
）、
和
田
英
作
（
一
八
七
四
―
一
九
五
九
）
ら
、
明
治
の
洋
画
史
を
彩
る
錚
々
た
る
作
家
た
ち
が
名
を
連
ね
、
矢
崎
は
と
く
に
岡
田
や
中
澤
と
深
く
親
交
を
結
ん
だ
。
明
治
図９　矢崎千代治《教鵡》明治33（1900）年　
東京藝術大学蔵
─ 9 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
踏
ま
え
て
「
雪
」
と
し
て
の
白
鸚
鵡
が
揃
え
ば
、
花
嫁
に
は
「
雪
月
花
」
の
意
味
が
着
物
の
柄
を
通
じ
て
託
さ
れ
て
い
る
と
判
明
す
る
。
で
は
次
に
、「
雪
月
花
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
―
―
。「
雪
月
花
」
の
言
葉
の
起
源
は
、
実
は
中
国
・
中
唐
代
の
詩
人
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
作
の
七
律
の
詩
「
殷
協
律
に
寄
す
」
の
一
節
に
含
ま
れ
る
「
雪
月
花
時
最
憶
君
」（
雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
う
）
と
い
う
一
文
に
拠
る
も
の
と
知
ら
れ
て
い
る
（
註
15
）。
も
と
も
と
は
、
四
季
・
自
然
の
景
物
が
、「
移
ろ
い
や
す
い
」
と
い
う
無
常
観
を
喚
起
す
る
言
葉
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
た
思
い
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
対
象
と
さ
れ
た
景
物
は
、
時
を
と
も
に
過
ご
し
た
人
々
と
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
―
―
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
雪
月
花
」
は
、「
人
と
の
交
わ
り
」
や
そ
の
「
思
い
出
」
を
象
徴
的
に
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
ふ
」
の
「
君
」
が
、
白
居
易
の
原
詩
で
は
本
来
「
友
人
」
を
指
し
て
い
た
も
の
が
、
日
本
に
お
い
て
は
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
「
恋
」
の
対
象
者
の
意
味
に
置
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
よ
く
例
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
土
御
門
院
（
一
一
九
五
―
一
二
三
一
）
歌
に
、「
お
も
か
げ
も
絶
え
に
し
跡
も
う
つ
り
香
も
月
雪
花
に
の
こ
る
こ
ろ
か
な
」（『
土
御
門
院
御
集
』
詠
五
十
首
和
歌
・
恋
）（
註
16
）
と
い
う
一
首
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は｢
君｣
は
「
恋
人
」
の
意
に
転
じ
て
使
わ
れ
て
お
り
、
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
男
の
な
ご
り
を
、
季
節
の
移
ろ
い
や
風
物
の
中
に
、
物
憂
げ
に
感
じ
て
い
る
女
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
で
は
、「
雪
月
花
」
は
「
恋
す
る
人
を
懐
か
し
く
思
う
」
と
い
う
意
味
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
恋
」
の
象
徴
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
古
典
知
を
総
動
員
し
て
み
れ
ば
、
鏑
木
清
方
筆
《
嫁
ぐ
人
》
の
絵
画
世
界
は
、
見
事
に
あ
る
一
つ
の
物
語
を
語
り
出
す
。
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
モ
チ
ー
フ
を
注
意
深
く
観
察
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
モ
チ
ー
フ
を
め
ぐ
る
言
説
を
繙
け
ば
、清
方
が
伝
統
的
な
「
古
典
知
」
を
熟
知
し
た
上
で
組
み
合
わ
せ
、
描
き
込
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
《
嫁
ぐ
人
》
の
主
人
公
で
あ
る
花
嫁
の
姿
は
、「
雪
月
花
の
時
」
い
つ
で
も
忘
れ
得
ぬ
男
性
（
ひ
と
）
と
、
そ
う
し
た
長
い
時と
き間
「
逢
ふ
夢
」
で
あ
っ
た
男
性
と
今
日
「
結
ば
れ
る
」
と
い
う
、
こ
の
上
な
く
幸
せ
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
恥
じ
ら
い
が
ち
に
持
つ
美
し
い
ブ
ー
ケ
に
結
ば
れ
た
リ
ボ
ン
が
、
あ
た
か
も
「
赤
い
糸
」
の
ご
と
く
長
く
、
彼
女
の
左
手
に
抱
か
れ
て
い
る
様
子
も
、
ま
た
末
永
い
幸
福
を
あ
た
か
も
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
３　
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
三
巻
五
号
掲
載
《
鸚
鵡
》
図
さ
て
、
清
方
の
美
人
画
《
嫁
ぐ
人
》
の
中
に
、
白
鸚
鵡
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
め
ぐ
っ
て
少
な
く
と
も
二
つ
の
古
典
知
識
―
―
す
な
わ
ち
、「
鸚
鵡
」
は
「
逢
ふ
夢
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
白
鸚
鵡
が
楊
貴
妃
愛
玩
の
「
雪
衣
女
」
で
あ
る
と
い
う
言
説
―
―
が
活
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
も
「
雪
月
花
」
の
こ
と
ば
の
符
牒
と
な
る
モ
チ
ー
フ
ま
で
描
き
込
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
絵
画
作
品
を
視
覚
的
に
美
し
い
も
の
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
物
語
世
界
を
内
包
さ
せ
る
と
い
う
演
出
も
施
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
清
方
の
作
画
姿
勢
の
中
に
極
め
て
綿
密
な
「
こ
と
ば
の
仕
掛
け
」
を
施
す
と
い
う
意
図
が
鮮
明
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
明
治
四
〇
年
に
制
作
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
鸚
鵡
図
―
―
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
三
巻
五
号
の
巻
頭
に
、
折
り
込
み
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
木
版
画
《
鸚
鵡
》
図
【
図
2
】
に
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
明
か
し
て
み
た
い
。
女
学
生
風
に
大
き
な
リ
ボ
ン
を
二
つ
結
い
、
右
手
に
は
薄
手
の
本
を
手
に
し
た
─ 8 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
い
、
何
か
「
上
流
階
級
の
邸
宅
」
を
想
像
さ
せ
る
趣
が
あ
る
。
ま
た
、
花
嫁
の
恥
じ
ら
い
の
表
情
や
仕
草
の
中
に
、〈
演
劇
的
〉
と
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
は
、
新
派
作
品
に
基
づ
く
看
板
絵
の
制
作
と
も
や
は
り
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
単
な
る
〈
女
性
風
俗
画
〉
で
は
終
わ
ら
な
い
、
あ
る
意
味
な
に
か
の
「
物
語
」
性
を
観
る
者
に
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
清
方
は
《
嫁
ぐ
人
》
の
主
題
と
そ
の
作
画
の
意
図
そ
の
も
の
つ
い
て
は
、
何
も
証
言
を
遺
し
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
令
嬢
た
ち
が
身
に
纏
う
着
物
の
柄
や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
・
色
合
い
の
美
し
さ
だ
け
を
堪
能
し
て
も
良
い
の
だ
が
、
や
は
り
鑑
賞
者
の
目
を
惹
き
つ
け
る
の
は
、
彼
女
た
ち
の
集
う
大
木
の
枝
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
、
白
鸚
鵡
の
鳥
籠
の
様
子
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
以
来
、
異
国
鳥
で
あ
る
白
鸚
鵡
は
最
高
級
に
贅
沢
な
ペ
ッ
ト
と
し
て
愛
玩
さ
れ
て
き
た
が
、《
嫁
ぐ
人
》
に
お
い
て
も
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
一
つ
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
上
流
社
会
」
の
雰
囲
気
が
さ
ら
に
十
全
に
醸
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
清
方
が
こ
こ
に
白
鸚
鵡
を
描
き
込
ん
だ
の
は
、
た
だ
「
ハ
イ
ソ
」
な
趣
を
醸
す
た
め
の
道
具
立
て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
問
題
な
の
は
、「
婚
礼
」と
い
う
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
な
の
で
あ
る
。
実
は
、「
鸚
鵡
」
の
こ
と
ば
が
日
本
語
で
ひ
ら
が
な
表
記
さ
れ
る
際
に
は
、
江
戸
時
代
以
来
「
お
う
む
」
と
「
あ
ふ
む
」
の
二
つ
が
あ
り
、
歴
史
的
に
は
「
あ
ふ
む
」
が
頻
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
「
あ
ふ
む
」
と
い
う
音
が
「
逢
夢
」
と
い
う
漢
字
表
記
に
当
て
字
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
中
期
の
例
（
山
東
京
伝
作
の
滑
稽
本
『
腹はら
す
じ筋
逢あふ
夢む
石せき
』（
一
八
〇
九
年
刊
）
の
表
題
例
）
な
ど
が
見
出
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深
い
（
註
12
）。
そ
こ
で
秋
山
虔
編
著
『
王
朝
語
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
引
い
て
み
れ
ば
、「
あ
ふ
」（
会
ふ
・
逢
ふ
）
と
は
、
二
つ
の
も
の
が
互
い
に
近
寄
っ
て
ぶ
つ
か
る
、
あ
る
い
は
一
つ
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
と
も
と
王
朝
語
で
「
あ
ふ
」
と
は
、「
戦
う
」「
争
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、こ
の
意
味
の
「
あ
ふ
」
は
室
町
時
代
ま
で
は
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
消
失
。
一
方
、
二
つ
の
も
の
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
意
の
「
あ
ふ
」
に
は
、「
結
婚
す
る
」「
契
り
を
結
ぶ
」「
夫
婦
関
係
を
結
ぶ
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
性
的
交
渉
関
係
を
持
つ
意
味
で
、
こ
の
意
味
の
「
あ
ふ
」
は
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
と
い
う
（
註
13
）。
つ
ま
り
「
逢あふ
夢む
」
と
は
、「
逢
ふ
夢
」＝
男
女
の
相
愛
を
祈
念
す
る
意
味
、
あ
る
い
は
相
愛
の
相
手
と
め
ぐ
り
合
う
こ
と
そ
の
も
の
へ
の
祈
り
と
、
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
に
指
摘
し
た
「
松
に
鸚
鵡
」
の
よ
う
な
伝
統
的
な
花
鳥
画
の
画
題
で
あ
れ
ば
、
永
遠
を
意
味
す
る
「
松
」
と
「
あ
ふ
む
（
鸚
鵡
…
逢
ふ
夢
）」
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
の
画
題
は
、「
男
女
の
和
合
」「
子
孫
繁
栄
」
の
吉
祥
を
意
図
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
（
註
14
）。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
翻
っ
て
鏑
木
清
方
の
《
嫁
ぐ
人
》
に
鸚
鵡
の
モ
チ
ー
フ
が
描
き
こ
ま
れ
た
理
由
は
、
も
う
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
清
方
は
江
戸
時
代
以
来
の
、白
鸚
鵡
に
ま
つ
ま
わ
る
動
物
画
の
原
理
性
を
、
こ
こ
で
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
さ
ら
に
画
中
を
繊
細
に
観
察
し
て
み
る
と
、
花
嫁
の
着
物
の
羽
織
の
身
頃
に
は
「
月
」
の
ひ
と
文
字
が
意
匠
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
も
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
、「
月
」
の
文
字
は
羽
織
に
散
ら
さ
れ
た
「
桜
＝
花
」
の
文
様
と
も
関
係
性
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
月
」「
花
」
と
揃
え
ば
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
当
然
「
雪
月
花
」
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
、「
雪
」
が
次
に
思
い
浮
か
ぶ
。
で
は
、「
雪
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
―
―
先
に
種
明
か
し
を
し
て
し
ま
え
ば
、「
雪
」
は
他
な
ら
ぬ
「
白
鸚
鵡
」
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
白
鸚
鵡
は
古
代
中
国
以
来
、
絶
世
の
美
女
・
楊
貴
妃
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
中
で
「
雪
衣
女
（
せ
つ
い
じ
ょ
）」（
あ
る
い
は
雪
衣
娘
）
と
い
う
名
で
知
ら
れ
、
彼
女
の
運
命
を
予
言
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
─ 7 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
る
。
す
る
と
中
国
伝
来
の
漢
名
で
あ
る
鸚
鵡
（
お
う
む
）・
鸚
哥
（
い
ん
こ
）・
鸚おう
も
（
以
上
『
本
草
綱
目
』
に
所
載
）
の
表
記
は
い
ず
れ
も
、
一
様
に
「
お
う
む
」
と
日
本
で
は
音
読
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
と
く
に
白
鸚
鵡
（
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ハ
ク
オ
ウ
ム
や
バ
タ
ン
オ
ウ
ム
）
が
「
鸚
鵡
」
そ
の
も
の
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
（『
本
草
集
解
』）、
若
冲
が
殊
更
に
白
鸚
鵡
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
事
実
と
も
絡
め
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
（
註
10
）。
つ
ま
り
「
白
鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
青
色
で
も
五
色
の
オ
ウ
ム
で
も
な
く
、「
鸚
鵡
」
と
い
う
鳥
類
そ
の
も
の
を
代
表
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
江
戸
時
代
以
降
人
々
の
間
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
と
ば
の
上
か
ら
も
朧
気
な
が
ら
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
２　
《
嫁
ぐ
人
》
―
―
「
逢
夢
」
と
い
う
吉
祥
で
は
、「
オ
ウ
ム
」
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
「
白
鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
明
治
の
画
家
で
あ
る
鏑
木
清
方
は
如
何
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
―
―
ま
ず
は
、
肉
筆
画
《
嫁
ぐ
人
》【
図
1
】
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
季
節
は
春
。
爛
漫
と
咲
く
桜
木
を
背
景
に
、
戸
外
で
集
う
着
飾
っ
た
五
人
の
女
性
た
ち
―
―
彼
女
た
ち
は
身
な
り
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
令
嬢
」
た
ち
と
想
像
さ
れ
る
が
―
―
の
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
が
描
か
れ
る
。
題
名
を
知
ら
ず
と
も
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
察
す
る
こ
と
は
容
易
で
、
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
洋
花
の
花
束
（
ブ
ー
ケ
）
を
恥
じ
ら
い
が
ち
に
持
つ
、
中
央
の
女
性
が
こ
の
画
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
女
は
花
嫁
で
あ
り
、
婚
礼
の
日
の
朝
を
迎
え
た
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
。
向
か
っ
て
花
嫁
の
右
隣
に
座
る
大
き
な
二
つ
の
リ
ボ
ン
で
髪
を
結
っ
た
女
学
生
風
の
女
性
、
あ
る
い
は
左
正
面
に
後
ろ
向
き
で
全
身
を
見
せ
て
い
る
女
性
の
着
物
や
帯
の
柄
を
み
れ
ば
、
胡
蝶
、
燕
、
孔
雀
…
と
、
い
ず
れ
も
婚
礼
を
寿
ぐ
吉
祥
柄
で
あ
る
。
親
し
げ
に
会
話
す
る
彼
女
た
ち
の
様
子
か
ら
、
お
そ
ら
く
花
嫁
を
囲
む
四
人
の
女
性
た
ち
は
、
彼
女
の
家
族
、
あ
る
い
は
友
人
た
ち
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
作
品
に
対
し
て
清
方
自
身
は
、
後
年
に
次
の
よ
う
な
解
説
を
記
し
て
い
る
。
「
挿
絵
画
家
時
代
を
送
っ
た
木
挽
町
か
ら
、
浜
町
河
岸
に
引
き
移
っ
た
明
治
四
十
年
、
東
京
博
覧
会
へ
の
出
品
で
、
こ
の
時
代
に
新
派
の
俳
優
た
ち
と
の
交
友
が
深
く
、
東
京
座
、
本
郷
座
の
看
板
も
た
び
た
び
画
い
て
ゐ
る
。「
金
色
夜
叉
」
「
不
如
帰
」「
深
沙
大
王
」「
高
野
聖
」「
生
さ
ぬ
仲
」
な
ど
が
あ
る
が
、
思
い
做
し
か
こ
の
作
に
は
、
さ
う
し
た
匂
ひ
が
ど
こ
と
な
く
漂
ふ
か
に
見
え
る
の
が
、
私
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
ほ
ゝ
笑
ま
し
く
さ
へ
あ
る
。
背
景
に
は
小
石
川
の
植
物
園
を
用
い
た
。
 （「
自
作
自
解
」
よ
り
、『
清
方
画
集
』
美
術
出
版
社
、
一
九
五
八
年
、
一
六
頁
）
明
治
三
十
年
代
後
半
、
挿
絵
画
家
と
し
て
名
実
と
も
に
一
線
の
作
家
と
な
っ
た
清
方
の
元
に
は
、
出
版
界
か
ら
多
く
の
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
い
た
。
だ
が
当
時
の
画
壇
は
、
文
展
の
開
設
に
向
か
っ
て
大
き
な
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
清
方
自
身
も
そ
れ
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
厳
し
い
審
査
を
伴
う
大
型
展
へ
の
出
品
を
見
越
し
て
、
挿
絵
画
家
か
ら
肉
筆
画
家
と
し
て
の
転
機
を
迎
え
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
（
註
11
）。《
嫁
ぐ
人
》
は
そ
う
し
た
時
代
に
描
か
れ
た
清
方
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
清
方
自
身
も
証
言
し
て
い
る
通
り
、
明
治
四
〇
年
春
開
催
の
東
京
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
桜
が
爛
漫
と
咲
く
背
景
は
小
石
川
植
物
園
で
の
ス
ケ
ッ
チ
が
元
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
全
体
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
を
醸
す
巧
み
な
濃
彩
の
色
遣
い
に
よ
り
、
単
な
る
「
戸
外
の
風
景
」
で
は
な
─ 6 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
「
知
」
が
、
文
化
的
背
景
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
し
か
し
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
「
知
」
は
、
必
ず
し
も
ひ
と
つ
の
文
脈
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
江
戸
時
代
動
物
画
特
有
の
「
思
考
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
拙
著
『
江
戸
の
動
物
画
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
に
描
か
れ
た
（
と
く
に
京
や
上
方
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
）
花
鳥
画
に
は
、
謎
に
満
ち
た
作
品
が
実
に
多
い
こ
と
を
報
告
し
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
〈
意
味
〉
が
問
わ
れ
ぬ
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
た
（
註
8
）。
と
く
に
写
生
的
に
描
か
れ
た
花
鳥
画
は
、
表
面
的
に
は
個
々
の
自
然
物
の
様
相
を
呈
し
な
が
ら
、
西
洋
絵
画
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
似
通
っ
て
、
実
は
何
ら
か
の
隠
喩
や
暗
示
が
示
さ
れ
て
い
る
作
品
が
多
数
あ
る
。
つ
ま
り
若
冲
の
「
架
鸚
鵡
図
」
も
、
こ
う
し
た
江
戸
の
動
物
画
ジ
ャ
ン
ル
の
一
角
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
然
な
が
ら
東
洋
世
界
で
は
「
吉
祥
」
の
よ
う
に
、
東
洋
画
全
般
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
象
徴
に
関
す
る
慣
習
（
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
）
が
あ
り
、
江
戸
の
花
鳥
画
も
基
本
的
に
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
重
要
な
点
は
、
江
戸
時
代
動
物
画
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
伝
統
的
慣
習
に
は
当
て
嵌
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
有
の
思
考
方
法
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
先
の
拙
著
に
譲
る
が
、
結
論
的
に
述
べ
る
と
、
江
戸
時
代
動
物
画
を
考
え
る
際
に
は
、
象
徴
・
擬
人
化
・
地
口
（
こ
と
ば
遊
び
）
と
い
う
三
つ
の
思
考
の
あ
り
方
を
反
映
さ
せ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
、
あ
る
一
つ
の
動
物
を
江
戸
人
た
ち
が
造
形
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
あ
る
動
物
と
そ
の
造
形
化
を
め
ぐ
る
思
考
に
は
、
画
家
の
個
性
を
問
わ
ず
、
自
ず
と
そ
の
方
向
性
が
原
理
的
に
定
め
ら
れ
て
い
た
節
が
あ
る
の
で
あ
る
（
註
9
）。
そ
う
し
た
原
理
性
を
承
知
し
た
上
で
、
そ
れ
で
は
若
冲
の
「
架
鸚
鵡
図
」
を
再
度
考
え
て
み
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
架
鸚
鵡
図
」
と
い
う
画
題
は
、
基
本
的
に
中
国
以
来
の
伝
統
的
花
鳥
画
に
は
な
い
。
従
っ
て
鸚
鵡
そ
の
も
の
を
単
独
の
（
あ
る
い
は
中
心
的
）
モ
チ
ー
フ
と
し
た
花
鳥
画
作
品
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
あ
た
か
も
伝
統
画
題
「
松
に
鷹
図
」
を
応
用
し
た
か
の
よ
う
な
「
松
に
鸚
鵡
図
」【
戸
田
忠
翰
筆
「
白
鸚
鵡
図
」、
図
8
】
と
い
う
作
例
が
、
江
戸
の
沈
南
蘋
流
画
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
作
品
を
み
れ
ば
、
先
の
若
冲
筆
「
老
松
鸚
鵡
図
」【
図
6
】
も
ま
た
同
様
の
思
考
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
松
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
何
ら
か
に
「
吉
祥
」
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
目
出
度
さ
の
意
味
と
な
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
前
に
大
事
な
点
は
、
花
鳥
画
に
お
い
て
は
画
題
の
中
心
と
な
る
べ
き
主
要
モ
チ
ー
フ
の
名
称
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
今
一
度
「
鸚
鵡
」
と
い
う
名
称
の
表
記
と
読
み
に
つ
い
て
、
博
物
学
的
に
注
目
し
て
み
図８　戸田忠翰筆「白鸚鵡図」文化２
（1805）年
─ 5 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
鳥
を
捕
ら
え
る
よ
う
な
む
ご
い
こ
と
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
詩
を
草
す
る
こ
と
は
世
の
人
々
が
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
私
の
心
は
こ
の
思
い
を
詩
に
す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
自
分
を
傷
つ
け
て
い
る
。
 
（
村
田
隆
志
氏
読
み
下
し
お
よ
び
意
訳
、
部
分
的
に
今
橋
改
訳
）（
註
6
）
実
は
若
冲
の
「
動
植
綵
絵
」
の
一
幅
に
は
、「
老
松
鸚
鵡
図
」
と
題
さ
れ
る
番
つ
が
い
の
白
鸚
鵡
を
描
い
た
作
品
【
図
6
】
が
あ
り
、
そ
の
絵
を
見
た
印
象
を
忠
実
に
、
大
典
顕
常
が
漢
詩
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（「
其
為
隴
客
来
集
…
…
」『
小
雲
棲
稿
』
所
収
）。
従
っ
て
そ
う
し
た
事
例
や
大
典
顕
常
と
若
冲
の
懇
意
な
関
係
か
ら
鑑
み
て
、
従
来
の
見
解
で
も
、
若
冲
の
一
連
の
「
架
鸚
鵡
図
」
と
大
典
顕
常
作
「
古
意
咏
鸚
鵡
」
と
の
関
係
を
推
測
す
る
向
き
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、鳥
の
悲
劇
に
仮
託
し
て
人
の
世
の
無
常
を
説
く
こ
の
詩
の
内
容
と
、
華
麗
な
「
架
鸚
鵡
図
」
と
の
間
に
は
、
表
面
的
に
は
直
接
的
影
響
関
係
が
あ
る
と
思
え
な
い
。
だ
が
た
と
え
ば
若
冲
の
動
物
画
の
う
ち
、
彼
が
繰
り
返
し
描
い
た
「
仔
犬
に
箒
図
」【
図
7
】（
細
見
美
術
館
蔵
。
相
国
寺
蔵
に
「
厖
児
戯
箒
図
」
と
題
す
る
同
モ
チ
ー
フ
の
作
品
が
あ
る
）
な
ど
を
見
て
み
よ
う
。
一
見
、
無
邪
気
に
仔
犬
が
箒
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
こ
こ
に
は
、
禅
の
公
案
集
『
無
門
関
』
の
第
一
則
と
し
て
知
ら
れ
る
「
狗
子
仏
性
」（
あ
る
い
は
「
趙
州
狗
子
」
と
も
い
う
）
の
言
説
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（
註
7
）。
愛
ら
し
い
動
物
画
と
表
面
的
に
は
見
え
な
が
ら
、
内
実
は
「
一
切
の
衆
生
に
内
在
す
る
仏
と
な
り
う
る
可
能
性
」
を
問
う
、
一
種
の
「
禅
画
」
と
も
見
え
る
内
省
的
な
趣
向
が
巧
み
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
若
冲
の
一
連
の
「
架
鸚
鵡
図
」
も
、
そ
の
よ
う
な
仏
教
的
言
説
と
の
視
点
か
ら
再
考
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、「
架
鸚
鵡
図
」
と
い
う
若
冲
独
特
の
花
鳥
画
題
が
繰
り
返
し
制
作
さ
れ
た
事
実
は
、
こ
の
画
題
が
多
く
の
人
々
の
関
心
を
惹
き
つ
け
た
と
同
時
に
、
こ
の
画
題
か
ら
想
起
さ
れ
る
何
ら
か
の
文
脈
を
人
々
が
共
有
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
共
有
が
可
能
で
あ
る
た
め
の
図６　伊藤若冲筆「老松鸚鵡図」（「動植
綵絵」より）　宮内庁三の丸尚蔵館蔵
図７　伊藤若冲筆「仔犬に箒図」　
細見美術館蔵
─ 4 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
た
鸚
鵡
の
よ
う
な
唐
鳥
は
孔
雀
な
ど
と
共
に
、
十
七
世
紀
以
来
大
い
に
人
々
に
喜
ば
れ
、
大
名
な
ど
富
裕
な
武
士
階
級
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
さ
れ
た
。
ま
た
若
冲
の
生
き
た
時
代
で
は
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
と
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
に
行
わ
れ
た
、
見
世
物
興
行
が
注
目
さ
れ
る
（
註
5
）。
と
く
に
、
宝
暦
八
年
に
大
阪
道
頓
堀
で
行
わ
れ
た
異
国
鳥
八
羽
の
見
世
物
は
、
故
高
槻
藩
主
永
井
直
行
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
愛
禽
で
、
鸚
鵡
・
イ
ン
コ
五
羽
ほ
か
に
、
錦
鶏
・
嶋
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
唐
鳥
見
世
物
は
大
当
た
り
し
、
同
じ
年
に
は
大
坂
だ
け
で
な
く
京
都
や
江
戸
で
も
開
催
さ
れ
、
つ
い
に
は
菅すが
清せい
璣き
（
京
都
の
医
師
）
著
・
関
岡
逸
訓
画
『
奇
観
名
話
』（
一
七
五
八
年
刊
）【
図
5
】
と
い
う
、
書
籍
の
出
版
ま
で
も
引
き
起
こ
し
た
。
そ
う
し
た
影
響
も
あ
っ
て
、
珍
し
い
異
国
鳥
の
見
世
物
は
こ
の
頃
相
次
ぎ
、
や
は
り
宝
暦
八
年
に
南
蛮
船
で
も
た
ら
さ
れ
た
鸚
鵡
が
、
京
都
・
祇
園
社
境
内
で
見
世
物
と
な
っ
た
。
多
く
の
見
物
人
が
集
ま
る
そ
の
様
子
を
、
若
冲
の
絶
対
的
理
解
者
で
、
極
め
て
親
し
い
友
人
関
係
で
も
あ
っ
た
相
国
寺
禅
僧
・
大
典
顕
常
（
一
七
一
九
―
一
八
〇
一
）
は
、「
古
意
咏
鸚
鵡
」（
大
典
顕
常
著
『
小
雲
棲
詠
物
詩
』
所
収
）
と
題
す
る
ひ
と
つ
の
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
鸚
哥
産
南
海　
　
　
鸚
鵡　
南
海
に
産
す
乃
在
日
東
辺　
　
　
乃
ち
日
東
の
辺
に
在
り
彩
絢
驚
十
目　
　
　
彩
絢
は
十
目
を
驚
か
す
（
中
略
）
衆
人
尚
異
物　
　
　
衆
人　
異
物
を
尚とうとぶ
と
も
吾
意
独
爾
憐　
　
　
吾
意　
爾なんじを
独
り
憐
れ
む
瞻
彼
雙
飛
鵠　
　
　
彼
の
雙
飛
の
鵠
を
瞻み
て
千
里
一
翺
翔　
　
　
千
里　
一
に
翺こう
翔しょ
うす
豈
無
羅
與
網　
　
　
豈あに
に
羅
網
を
與
ふ
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
逸
翮
何
由
殃　
　
　
逸いっ
か
く翮　
何
に
由
り
て
殃
わ
ざ
わ
いせ
ん
文
章
世
所
重　
　
　
文
章
は
世
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
文
章
祇
自
傷　
　
　
文
章　
祇ただ
に
自
傷
せ
ん
【
大
意
】
南
国
に
生
ま
れ
た
鸚
鵡
が
日
本
に
き
て
、
そ
の
美
し
い
姿
で
人
々
の
目
を
驚
か
せ
て
い
る
。（
中
略
）
だ
が
、
多
く
の
人
々
は
異
国
の
変
わ
っ
た
物
々
を
見
て
楽
し
ん
で
い
る
が
、
私
ひ
と
り
は
お
前
の
心
中
を
思
い
、
憐
れ
ん
で
い
る
。
空
を
つ
が
い
で
飛
ん
で
い
る
鵠
お
お
と
りを
見
て
、き
っ
と
お
前
も
そ
の
よ
う
に
飛
翔
し
て
、
故
国
に
還
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
人
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
、
網
で
図５　菅清璣著 ・関岡逸訓画『奇観名話』より「九官鳥・白
鸚鵡図」国立国会図書館蔵
─ 3 ─
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
フ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
（
註
2
）。
小
結
論
的
に
述
べ
れ
ば
、
管
見
で
は
江
戸
時
代
以
前
の
花
鳥
画
作
品
で
、「
白
鸚
鵡
」
を
描
い
た
作
品
は
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
美
人
画
の
主
題
と
し
て
の
「
美
人
と
白
鸚
鵡
」
と
い
う
図
柄
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
江
戸
時
代
も
中
期
以
降
に
な
る
と
、
南
蘋
流
画
を
中
心
と
し
た
漢
画
系
の
花
鳥
画
に
、多
く
の
作
品
例
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
第
一
の
好
例
が
、
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
―
一
八
〇
〇
）
に
よ
る
一
連
の
「
白
鸚
鵡
図
」
で
あ
る
。
伊
藤
若
冲
は
肉
筆
花
鳥
画
作
品
と
し
て
、
白
鸚
鵡
を
単
体
の
主
題
と
し
た
作
品
を
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も
五
点
（
和
歌
山
・
草
堂
寺
蔵
本
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
本
、
千
葉
市
美
術
館
蔵
本
、
個
人
蔵
本
2
件
、
の
以
上
五
点
）
も
残
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
若
冲
の
白
鸚
鵡
図
は
、
全
て
止
ま
り
木
に
と
ま
っ
た
姿
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
先
行
す
る
類
例
作
品
は
一
切
見
出
さ
れ
な
い
花
鳥
画
な
の
で
あ
る
【
図
3
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
本
】。
若
冲
に
よ
る
こ
う
し
た
「
止
ま
り
木
に
と
ま
る
白
鸚
鵡
」
と
い
う
図
様
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
辻
惟
雄
氏
の
見
解
以
来
、「
架か
鷹よう
図
」（
鷹
を
止
ま
り
木
や
台
に
止
ま
ら
せ
た
状
態
で
描
く
、
日
本
で
は
中
世
以
来
伝
統
的
な
肖
像
画
風
の
花
鳥
画
。
祖
形
は
中
国
・
元
明
時
代
の
花
鳥
画
で
、
そ
れ
が
日
本
に
移
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）【
図
4
】
の
様
式
に
倣
っ
た
、
モ
チ
ー
フ
を
鸚
鵡
に
変
更
し
た
応
用
的
作
品
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
註
3
）。
そ
の
た
め
便
宜
的
に
「
架
鸚
鵡
図
」と
も
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、中
国
花
鳥
画
で
も
一
般
名
称
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
清
時
代
の
花
鳥
画
に
類
例
の
作
品
が
み
ら
れ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
特
定
の
呼
び
名
は
、
日
本
に
お
け
る
美
術
史
研
究
で
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
止
ま
り
木
に
と
ま
る
白
鸚
鵡
」
と
い
う
図
様
に
は
、
固
有
の
呼
称
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
花
鳥
画
の
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
の
若
冲
画
の
よ
う
な
白
鸚
鵡
図
は
、
中
国
で
も
、
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
先
例
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
以
下
、
あ
え
て
若
冲
の
白
鸚
鵡
図
を
「
架
鸚
鵡
図
」
と
呼
び
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
（
註
4
）。
さ
て
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
で
、
若
冲
が
「
架
鸚
鵡
図
」
を
発
案
し
た
経
緯
と
し
て
、
当
時
の
博
物
学
的
趣
味
や
輸
入
鳥
の
見
世
物
興
行
の
隆
盛
と
い
う
こ
と
が
、
従
来
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
図３　伊藤若冲筆「鸚鵡図」
ボストン美術館蔵
図４　筆者不明「架鷹図」（明時
代あるいは朝鮮前期）
京都・正伝永源院蔵
─ 2 ─
学
習
院
女
子
大
学 
紀
要
　
第
十
七
号
絵
の
伝
統
を
生
か
し
た
新
し
い
風
俗
画
を
制
作
し
よ
う
と
す
る
美
術
団
体
「
烏う
合ごう
会かい
」
を
結
成
。
二
三
歳
の
清
方
も
山
中
古
洞
、
福
永
公
美
、
池
田
輝
方
ら
と
参
加
し
、挿
絵
の
仕
事
に
従
事
し
つ
つ
肉
筆
画
作
家
し
て
の
技
量
を
磨
く
こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
清
方
自
身
も
若
き
時
代
の
代
表
作
と
し
て
認
め
た
《
一
葉
女
史
の
墓
》（
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
蔵
）
は
、
烏
合
会
第
二
回
展
（
明
治
三
四
年
九
月
）
で
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
《
深
沙
大
王
》《
佃
島
の
秋
》（
い
ず
れ
も
同
第
十
回
展
出
品
、
明
治
三
七
年
十
一
月
）
な
ど
、
初
期
肉
筆
画
の
傑
作
は
、
日
本
絵
画
協
会
展
と
共
に
烏
合
会
展
に
も
積
極
的
に
出
品
し
て
い
た
こ
の
時
代
に
描
か
れ
た
。
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）、文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧
会
）
が
開
設
さ
れ
る
と
、
以
後
清
方
の
活
躍
は
官
展
（
文
展
↓
帝
展
↓
新
文
展
と
移
り
、
戦
後
は
日
展
と
な
る
）
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
論
文
で
こ
れ
か
ら
扱
う
二
つ
の
清
方
作
品
―
―
肉
筆
画
《
嫁
ぐ
人
》【
図
1
、
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
蔵
】、
そ
し
て
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
三
巻
五
号
の
口
絵
と
し
て
所
載
さ
れ
た
木
版
画
作
品
《
鸚
鵡
》【
図
2
】
は
、
い
ず
れ
も
清
方
に
と
っ
て
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
同
じ
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に
発
表
さ
れ
た
美
人
画
（
あ
る
い
は
風
俗
画
）
作
品
で
、
し
か
も
何
故
か
二
作
品
と
も
印
象
的
に
、
鳥
籠
か
ら
頭
を
覗
か
せ
た
「
白
鸚
鵡
」
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
全
く
の
偶
然
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
美
人
と
鸚
鵡
」
図
。
異
国
的
な
香
り
も
放
つ
「
白
鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
、
清
方
は
な
ぜ
「
美
人
」
た
ち
と
共
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
―
―
。
１　
「
白
鸚
鵡
図
」
の
歴
史
と
動
物
画
の
原
理
―
―
伊
藤
若
冲
の
白
鸚
鵡
で
は
ま
ず
、
日
本
絵
画
の
長
き
歴
史
を
繙
く
中
で
、「
白
鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
図１　鏑木清方筆《嫁ぐ人》図２　鏑木清方画《鸚鵡》『文藝倶楽部』第13巻5
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図
1　
  「
白
鸚
鵡
図
」
の
歴
史
と
動
物
画
の
原
理
―
―
伊
藤
若
冲
の
白
鸚
鵡
2　
《
嫁
ぐ
人
》
―
―
「
逢
夢
」（
あ
ふ
む
）
と
い
う
吉
祥
3　
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
三
巻
五
号
掲
載
《
鸚
鵡
》
図
4　
  
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
の
接
点
―
―
「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
図
」
と
い
う
画
題
5　
  「
美
女
」
か
ら
「
少
女
」
へ
―
―
隠
さ
れ
た
和
歌
と
「
雪
・
月
・
花
」
が
意
味
す
る
も
の
は
じ
め
に
―
―
清
方
と
二
つ
の
鸚
鵡
図
鏑かぶ
ら
ぎ
き
よ
た
か
木
清
方
（
本
名
・
鏑
木
健
一
、
一
八
七
八
―
一
九
七
二
）
は
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
に
九
十
三
歳
で
没
す
る
ま
で
、
帝
展
審
査
員
、
帝
国
美
術
院
会
員
な
ど
を
歴
任
。
金
鈴
社
に
お
け
る
重
要
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
近
代
日
本
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
数
多
く
の
業
績
を
残
し
た
画
家
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。
彼
が
得
意
と
し
た
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
は
広
く
、
一
般
に
は
「
美
人
画
の
画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
肖
像
画
や
芝
居
絵
、
ま
た
風
景
画
な
ど
手
掛
け
、
制
作
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
近
代
日
本
美
術
史
研
究
で
は
、
清
方
は
い
わ
ゆ
る
「
卓
上
芸
術
」
の
提
唱
者
と
し
て
認
識
さ
れ
、
文
展
や
帝
展
の
よ
う
な
公
的
な
美
術
展
で
好
ま
れ
た
大
型
作
品
（
こ
れ
を
「
会
場
芸
術
」
と
も
言
う
）
と
は
趣
を
異
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）
―
―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》
今
　
橋
　
理
　
子
に
す
る
、
画
巻
や
折
帖
、
画
冊
な
ど
、
小
画
面
の
作
品
で
も
優
れ
た
業
績
を
多
数
遺
し
た
（
註
1
）。
鏑
木
清
方
は
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
東
京
神
田
佐
久
間
町
に
生
ま
れ
、
幼
年
期
は
築
地
や
木
挽
町
で
育
っ
た
生
粋
の
江
戸
っ
子
で
あ
る
。
父
の
條じょ
う
の
さ
い
ぎ
く
野
採
菊
（
一
八
三
二
―
一
九
〇
二
）
は
幕
末
期
に
名
を
馳
せ
た
戯
作
者
お
よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
維
新
の
後
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
設
立
に
携
わ
り
、
の
ち
に
社
主
と
し
て『
や
ま
と
新
聞
』を
創
刊（
明
治
五
年
）し
た
文
化
人
で
あ
っ
た
。『
や
ま
と
新
聞
』
を
通
じ
て
採
菊
が
親
し
く
交
流
し
た
知
人
に
は
、
落
語
家
の
三
遊
亭
円
朝
（
一
八
三
九
―
一
九
〇
〇
）
や
浮
世
絵
師
・
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
―
一
八
九
二
）、
水
野
年とし
か
た方
（
一
八
六
六
―
一
九
〇
八
）
ら
が
い
た
が
、
幼
い
頃
よ
り
清
方
は
、こ
う
し
た
父
の
知
人
た
ち
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
清
方
は
、
江
戸
時
代
の
情
趣
が
色
濃
く
香
る
作
画
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
基
盤
に
は
、
幼
年
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
経
験
が
、
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
父
の
勧
め
も
あ
り
、
は
じ
め
新
聞
な
ど
の
挿
絵
画
家
を
志
し
て
、
十
三
歳
で
水
野
年
方
に
入
門
。「
清
方
」
の
画
号
は
、
十
五
歳
の
折
に
師
年
方
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
こ
ろ
か
ら
年
方
に
代
わ
り
清
方
が
『
や
ま
と
新
聞
』
に
挿
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
十
八
歳
（
明
治
二
九
年
）
の
頃
、
挿
絵
画
家
と
し
て
徐
々
に
一
本
立
ち
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）、
月
岡
芳
年
、
水
野
年
方
、
尾
形
月
耕
（
一
八
五
九
―
一
九
二
〇
）
の
門
下
生
、
十
四
名
の
青
年
画
家
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
浮
世
